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発達障がい者支援センター 

事業実施状況について 

（令和７年度 12月末） 
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令和７年４月～12月発達障がい者支援センター事業実施状況 
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発達障がい者支援センター（エルムおおさか）による地域サポート 
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＜相談件数（実支援人数）＞

１-1 年齢別

　令和7年4月～12月　発達障がい者支援センター事業実施状況

相談・発達 就労 小計 相談・発達 就労 小計 相談・発達 就労 小計

15 0 15 10 0 10 5 0 5

125 6 131 132 4 136 100 0 100

228 118 346 234 128 362 148 102 250

140 55 195 110 37 147

成人期（65歳以上） 14 0 14 8 1 9
0 0 0 1 0 1 3 1 4

521 182 703 531 187 718 374 141 515

令和7年度

153 58 211

令和5年度 令和6年度

合計

成人期（40～64歳）

成人期（40歳未満）

学齢期

乳幼児期

不明

【参考】

相談・発達 就労 小計 相談・発達 就労 小計 相談・発達 就労 小計

15 0 15 9 0 9 5 0 5

104 6 110 107 3 110 84 0 84

148 71 219 149 69 218 78 58 136

85 26 111 59 19 78

成人期（65歳以上） 10 0 10 4 0 4

0 0 0 0 0 0 3 1 4

370 112 482 360 98 458 233 78 311

成人期（40～64歳）

合計

103

不明

うち
新規件数

令和6年度令和5年度 令和7年度

乳幼児期

学齢期

成人期（40歳未満）

13835

【資料1-1】

※令和６年度からは国報告の集計方法の見直しを基に、成人期について、

従来の２区分（４０歳未満、４０歳以上）から３区分（４０歳未満、４０歳以上６４歳以下、６５歳

以上）へ変更。

1%

27%

40%

29%

2%
1%

年齢層別相談支援

乳幼児期

学齢期

成人期（40歳未満）

成人期（40～64歳）

成人期（65歳以上）

不明

1％

72%

26%

1%

年齢層別就労支援

乳幼児期

学齢期

成人期（40歳未満）

成人期（40～64歳）

成人期（65歳以上）

不明
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1-2 診断別

相談・発達 就労 小計

自閉症、アスペルガー症候群、広汎性発達障がい 157 72 229

注意欠陥多動性障がい（AD/HD） 102 38 140

学習障がい（LD） 6 1 7

発達性協調運動障がい、トゥレット症候群、吃音 0 0 0

発達障がいに加え知的障がいを伴う場合 33 10 43

その他（未診断を含む） 174 56 230

合計 472 177 649

２　個別支援：調整会議　（のべ件数）

　※「相談・発達・就労支援」に伴うケース本人も含めた会議

相談・発達 就労 計

5 14 19

３　個別支援：機関コンサルテーション　（のべ件数）

　※「相談・発達・就労支援」に基づく施設への助言、支援者のみの会議

相談・発達 就労 計

 5 15 20

【資料1-1】

令和６年度からの集計項目の変更点

・「主な診断名」から「医師の診断に基づき、該当する各診断名」へ変更したため、実人数から延べ人数の

数値となっている。そのため、「1-1 年齢別」と「1-2 診断別」の合計は一致しない。

33%

22%

1%0%

7%

37%

診断名別相談支援

自閉症、アスペルガー症

候群、広汎性発達障がい

注意欠陥多動性障がい

（AD/HD）

学習障がい（LD）

発達性協調運動障がい、

トゥレット症候群、吃音

発達障がいに加え知的障

がいを伴う場合

その他（未診断を含む）

41%

21%
0%

0%

6%

32%

診断名別就労支援

自閉症、アスペルガー症

候群、広汎性発達障がい

注意欠陥多動性障がい

（AD/HD）

学習障がい（LD）

発達性協調運動障がい、

トゥレット症候群、吃音

発達障がいに加え知的障

がいを伴う場合

その他（未診断を含む）
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4　相談内容（重複選択可）

83

866

203 204

264

61
35 46 54

204

19

139

70

122
93

19 8

337
304

22

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000相談内容

（重複可）

相談・発達

就労

【参考】

相談・発達 就労 小計 相談・発達 就労 小計
相談の対象となっている児（者）が発達障がいか知りたい 224 13 237 223 13 236
現在の生活に関することや、家庭で家族が出来ることを知りたい 968 107 1,075 1088 176 1,264
利用できる制度について知りたい 271 94 365 321 91 412
診断・相談・支援を受けられる機関について知りたい 218 106 324 294 203 497
現在通学している学校、利用しているサービス等に関する相談をしたい 257 59 316 303 120 423
進路や将来の生活に関する相談をしたい 45 22 67 54 10 64
対応困難な状況の改善について相談したい 35 12 47 68 6 74
今後の就労について相談をしたい 48 394 442 85 473 558
現在勤めている職場に関する相談をしたい 48 283 331 71 297 368
その他 179 7 186 180 10 190

合計 2,293 1,097 3,390 2,687 1,399 4,086

令和6年度令和5年度

件数 割合 件数 割合 件数 割合

83 4.1% 19 1.7% 102 3.2%

866 42.9% 139 12.3% 1,005 31.9%

203 10.0% 70 6.2% 273 8.7%

204 10.1% 122 10.8% 326 10.3%

264 13.1% 93 8.2% 357 11.3%

61 3.0% 19 1.7% 80 2.5%

35 1.7% 8 0.7% 43 1.4%
46 2.3% 337 29.7% 383 12.1%

54 2.7% 304 26.8% 358 11.4%
204 10.1% 22 1.9% 226 7.2%

2,020 1,133 3,153

相談・発達 小計就労

相談の対象となっている児（者）が発達障がいか知りたい

現在の生活に関することや、家庭で家族が出来ることを知りたい

利用できる制度について知りたい（手帳、年金、手当、障がい福祉サービスなど）

診断・相談・支援を受けられる機関について知りたい

現在通学している学校、利用しているサービス等に関する相談をしたい

合計

進路や将来の生活に関する相談をしたい

対応困難な状況の改善について相談したい（強度行動障がい、ひきこもりなど）

今後の就労について相談をしたい

現在勤めている職場に関する相談をしたい

その他

【資料1-1】
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５　機関支援　　　　 　91回実施（令和7年4月～12月）　　実訪問か所 46か所

６　研修・啓発 参加総数　2,247名 実施回数

　主催研修会 21

　主催連続講座 101

　共催講座 6

　講師派遣 13

　計 141

７　発達ノート発行数

累計 3,574冊

論評
・実支援人数は515名で、成人期79%、学齢期19％（小学生42名、中学生25名、高校生等33名）、乳幼児期1.0％となって
いる。年代としては、20代が一番多く122名、次に30代が111名となっている。

・新規相談の乳幼児期、学齢期の計89名のうち、9割が家族からの相談となっている。成人期の新規相談218件のうち、本人か
らの相談は112件（51％）、家族からは91件（42％、父母60件、配偶者25件、兄弟姉妹3件、義妹2件、いとこ1件）、関
係機関からは10件（5％、企業5件、障がい者基幹相談支援センター2件、訓練校1件、移行1件、他県保健福祉センター1
件）、その他5件（パートナー4件、知人1件）となっている。

・相談内容の内訳としては、「現在の生活に関すること」が一番多く、続いて、「今後の就労について」や、「現在勤めている
職場に関して」の相談が多い。

・「こころとからだのWS」は、令和６年度と同様、大阪市職業リハビリテーションセンターJC科の訓練生とコラボで実施。
「上手に頼む／断る」といった職場で必要なコミュニケーションを視覚化して学び合う方法も取り入れ実施している。

・「発達障がいのある学生等の就労準備支援事業」は、サテライト・オフィス平野（就労移行支援事業所）に協力を得て開催。
大学生の相談が少ないため、既卒の方を含めて、特例子会社の見学・作業体験を実施している。

成人期当事者GW、大学生就職準備支援、子育て応援講座

出前研修、啓発研修等

令和7年4月～12月（83冊）

PT公開講座・放課後デイ基礎講座、成人期基礎講座、ＬＤ講座

ペアレントトレーニング、ASD、スキルアップ、からだ講座等

【資料1-1】
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【資料1-2】

発達障がい者支援センター（エルムおおさか）による地域サポート体制の強化

　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和7年4月～令和7年12月）

　事業概要

「運動と感覚の視点から」「不器用への視」（ASDに特化しない内容）

事業所訪問③
事業所訪問④

スキルアップ講座（まとめ）

公開講座（基礎講座＋実践報告）

区役所支援者向け講座

ティーチャーズ・トレーニング

事業所訪問②

出前研修
機関コンサルテーション

訪問支援

発達障がい児者支援講座 基礎講座

スキルアップ講座（ガイダンス）

事業所訪問①

支援者講座

集合研修 啓発講座

支援者講座

フォローアップ 思春期版

子育て応援講座

連続講座 幼児版

実践報告会 学齢期版

低学年版

思春期版

ペアレント・トレーニング 公開講座

幼児版

ライフスキル講座

デジタル支援講座

当事者・保護者による講演会（体験談）

家族支援講座

ソーシャルスキル講座 基礎

ちょっと気になる子どもたちのからだ講座 計算

心理的疑似体験プログラム 話す聞く

ＡＤＨＤ講座（ADHD) 読み書き

２０２５年度　エルムおおさか　サポートコーチ事業体系図

親支援講座

基礎講座 基礎講座

基礎講座②（支援グッズなど体験）

ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）講座

学習症支援講座（ＬＤ） ことばの指導
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【資料1-2】

見て・触って・考える
発達障がいのある子への

　　　サポート（プラス）
7/1 大阪私学会館 6 7 13

内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

（２） 基礎公開講座②（支援グッズなど体験）

　発達障がいの特性に合わせた基本的な対応方法を考えたり、支援グッズなどを見たり触ったりする事で、お子さん
との関わりを一緒に考える。

対象：幼児期・学齢期の保護者

講師：地域サポートコーチ

定員：各回30名

★実施済

計 205

【感想・意見】

・頭の中ではわかっていても、子どもと実際関わっていると、日々理解して声掛けできてないという事も気づかされ
た。

・「その子の世界を大切にする」という最後の言葉は、どんな子にも大切だと思いました。

・具体的なアプローチ方法や考え方を改めて認識する事ができた。

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

無回答 0

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 161

参考になった 44

かなり難しかった 0

無回答 0

計 205

大変わかりやすかった 163

わかりやすかった 41

難しかった 1

計 30 253 283

★アンケート結果（回収率72％）

講演内容について（理解度） 人数

発達障がいの理解と支援
（基礎編）

11/20 ＷＥＢ 18 80 98

【　取　組　状　況　】

親　支　援　講　座

発達障がいの理解と支援
（基礎編）

6/11 ＷＥＢ 12 173 185

★実施済

内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

【１】基礎講座

（１）基礎講座

　発達障がい児・者の特性や、基礎的な知識と支援について講演を実施

対象：保護者・支援者

講師：小田桐 早苗先生（川崎医療福祉大学　医療福祉学部　医療福祉学科社会連携センター講師）

定員：各回100名
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【資料1-2】

無回答 0

計 57

参考になった 18

あまり参考にならなかった 1

全く参考にならなかった 0

計 57

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 38

難しかった 1

かなり難しかった 0

無回答 0

★アンケート結果（回収率95％）

講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 41

わかりやすかった 15

わかりやすい環境づくり
気になる行動の考え方

10/7 総合生涯学習センター 31 29 60

講師：井上　芳子（エルムおおさか　センター所長）

定員：40名

★実施済（1回）

内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

見て・触って・考える
発達障がいのある子への

　　　サポート（プラス）
2/4 たかつガーデン

（３）ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）講座

　お子さんの理解と支援をテーマに、ＡＳＤの子どもたちの物事の捉え方や親子で暮らしやすい見える化（環境調
整）の例について講演を実施

対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

・子どもが２人、発達障がいなのですが、グッズ等では本当に苦労したり失敗した事も多くありました。今は本当に
色んなものがあり、悩むことも増えました。少しずつ、興味を持っていこうと思いました。

・便利なグッズや本、カードなど、実物をたくさん見せていただけてとても良かったです。

★実施予定

内容 日程 会場

無回答 0

計 12

【感想・意見】

・グッズがたくさんあって、何がいいのか？手に取って見る機会があり、実際に使ってみたいと思うものがあり、参
考になった。

参考になった 1

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

計 12

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 11

難しかった 0

かなり難しかった 0

無回答 0

★アンケート結果（回収率92％）

講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 12

わかりやすかった 0
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【資料1-2】

★実施予定

内容 日程 会場

算数でつまずく子どもの
理解と指導へのヒント

2/18 たかつガーデン

計 190

【感想・意見】

・本の読み聞かせを自分の余裕なく、できていない日が続いていましたが、再開します！ぼちぼち頑張ります。

・西岡先生のお話、毎回わかりやすいと満足しています。年々自分の理解が深まっているはずなのに、毎回学びや気
付きがあり、聞く・話すの困り感は発達の特性なので、ずっと続くなと感じています。とは言え、新たな困りがある
と言うことは本人の成長があったからこそだとも思えるようになった自分にも学びがあるからこそと思うので、親が
このように講座を受ける機会は本当にありがたいです。

・とても悩んでいたことだったので参考になりました。全部をやっていくのは、子どもにも負担になるし、自分も長
つづきしないので、まずは気になったもの、できそうなものからやってみようと思います。子どもの世界を味わう体
験もできてよかったです。

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

無回答 7

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 137

参考になった 46

かなり難しかった 0

無回答 11

計 190

大変わかりやすかった 127

わかりやすかった 52

難しかった 0

計 68 126 194

★アンケート結果（回収率97％）

講演内容について（理解度） 人数

豊かなことばを
育むために

10/22 大阪産業創造館 6 34 40

基礎的な読み書きの
力を育てる

9/17 ドーンセンター 14 25 39

　聞く力・話す力の
　理解と指導へのヒント

6/18 リファレンス大阪 37 37 74

読み書きの力を育てる
～高学年での課題と学習支援～

5/28 大阪市中央公会堂 11 30 41

定員：各回50名

★実施済（4回・実施予定1回）

内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

・本人が困っていることの視点を幅広く見て考えることが必要であると思いました。苦手なことだけでなく好きなこ
と得意なことに視点を当てられたらと思います。

・構造化について詳しく学ぶことができました。一人一人の発達に合わせた構造化を考え日々の支援に取り組んでい
きたいと思います。

（４）ことばの指導・読み書き・計算・聞く話す（ＬＤ）

　学習のつまずきや宿題への対応など、幼児期学齢期の特性に応じた支援や指導方法のポイントについて、講演を実
施

対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

講師：西岡　有香先生（大阪医科薬科大学ＬＤセンター　言語聴覚士　特別支援教育士ＳＶ）

【感想・意見】

・具体例や失敗談も交えてお話していただき、とても理解が深まりました。ただ、自分が「ここまでしてあげないと
いけないのか」と思うと気が重く、憂鬱になります。構造化をしてみても、親の気合いが足りず、中途挫折してうや
むやになってしまうことがよくあります。続ける気力を保つのが難しいです。心が擦り切れそうです。
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【資料1-2】

計 43

難しかった 0

かなり難しかった 0

無回答 2

★アンケート結果（回収率95％）

講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 27

わかりやすかった 14

感覚と運動発達の視点から
身体と手先の動きを育てよう

6/27 リファレンス大阪 8 37 45

定員：40名

★実施済

内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

・一歩踏み込んだ医療的見地や図を多用した視覚に訴える内容が素晴らしかったです。このような貴重な機会をいた
だいて嬉しかった。

・ＡＤＨＤや過去に共感・理解してもらえて嬉しかったです。救われました。大久保先生のようなお医者様が増えて
ほしいです。

（６）ちょっと気になる子どもたちのからだ講座

　乳幼児期に獲得される感覚-運動能力の視点から、身体の使い方が不器用で、集団生活が苦手な子どもたちの特徴
と支援について講演を実施する。

対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

講師：有吉　正則先生（作業療法士）

無回答 4

計 37

【感想・意見】

・本当に柔軟な先生で楽しくとても分かりやすく聞けておもしろかった。自分自身の自尊心も上がるような講座でと
ても良かったです。もう少し雑談とかきいておきたかった。

参考になった 8

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

計 37

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 25

難しかった 0

かなり難しかった 0

無回答 5

★アンケート結果（回収率97％）

講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 23

わかりやすかった 9

成人期のＡＤＨＤのある方の
特徴と支援

12/7 大阪私学会館 25 13 38

内容 日程 会場

参加者数

本人
保護者

支援者 計

（５）ＡＤＨＤ講座

　ＡＤＨＤの主な症状は、不注意・多動性・衝動性と言われている。様々な要因の相互作用によって特徴のあらわれ
方が異なる。特性があるのに周囲に理解されず「努力が足りない」「怠けている」など誤解を受けてしまい、必要な
サポートを受けられず困難を抱えている場合も少なくない。本人や家族、支援者など周りの人たちがその特徴を理解
し、対応方法を知ることで状況の改善を図ることが可能である。本講座では、思春期から成人期のＡＤＨＤを中心
に、ＡＤＨＤの基本的知識や支援方法、工夫などについて、学習する。

対象：保護者・支援者・当事者

講師：大久保　圭策先生（大久保クリニック院長、精神科医）

定員：100名

★実施済

9



【資料1-2】

・題名を見た時、受けたいと思いました。子どもの気持ちを分かってあげることは、難しいと感じました。1つ目の
体験で「ひらがなを読む」が薄くて、子どもは毎日学校でこんなに大変な事を頑張ってるんだと思うと涙が出まし
た。私に必要だったのは、子どもが今どんな気持ちなのか分かってあげること、共感してあげることが必要だったん
だとわかりました。来て良かったです。是非、毎年やって下さい。

・子ども達に対する対応で反省すべきことがあるような気がした。「わからない」ということの理解が少しできた気
がする。

無回答 0

計 54

【感想・意見】

・疑似体験をすることで、子どもたちの気持ちを想像することができ、大きな気付きになりました。

参考になった 14

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

計 54

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 40

難しかった 2

かなり難しかった 0

無回答 0

★アンケート結果（回収率98％）

講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 39

わかりやすかった 13

『LD･ADHD等の心理的疑似体験
プログラム第３版』で学習時
の「聞く・話す・読む・書
く」の苦手さを理解しよう

7/9
JEC日本研修センター

心斎橋
25 30 55

定員：50名

★実施済

内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

・保育園の訪問相談をする中で、手指の操作の苦手さの話がよく出るのですが、それまでに、０歳児の時の動き、か
らだが育つ大切さがよく理解できました。知りたかったことをたくさん拝聴でき、有意義でした。

・スクリーニングポイントの項目が分かりやすかった。座位で足底接地できていないことにより骨盤後傾し、体幹筋
が上手く機能しないということが知れたので、日常的に姿勢を観察していくことが大切だと思った。今後ポイントを
見逃さないようにしていきたい。

（７）心理的疑似体験プログラム

　子どもが抱える困難と、その困難を持ちながら通常学級で学習する時の子どもの気持を体験し、その理由を考えた
上で、どのような指導が役に立つのか、考えていく。

対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

講師：西岡　有香先生（大阪医科薬科大学ＬＤセンター　言語聴覚士　特別支援教育士ＳＶ）

無回答 2

計 43

【感想・意見】

・こまかく子どもの成長の順序を理解することが出来ました。

参考になった 11

あまり参考にならなかった 1

全く参考にならなかった 0

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 29

10



【資料1-2】

無回答 4

計 61

参考になった 19

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

計 61

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 38

難しかった 1

かなり難しかった 0

無回答 5

★アンケート結果（回収率98％）

講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 35

わかりやすかった 20

『ＡＤＨＤの意思決定障がいと
実行機能障がいへの支援』

10/30
ＣＩＶＩ研修センター

新大阪東 30 32 62

★実施済

内容 日程 会場

参加者数

本人
保護者

支援者 計

・中、高のうちにどのような支援が大切かを改めて考えることができた。先のことを考えつつ、今できることを支援
として実行していきたい。
・事例も多くわかりやすかったです。高校生になり（また）自信がなくなる面もでてきたので、日々引きあげていき
たいと思いました。

２．ライフスキル講座②（生活）
対象：保護者・支援者

講師：中島　美鈴先生（臨床心理士　公認心理師）

定員：50名

無回答 0

計 36

【感想・意見】

・大学にこんな支援体制があること自体知らなかったので、とても役に立ちました。本人が困り事として受け入れた
時には、支援につなげたいなと思いました。

参考になった 20

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

計 36

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 16

難しかった 1

かなり難しかった 0

無回答 0

★アンケート結果（回収率92％）

講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 16

わかりやすかった 19

学生支援
-進路選択の留意点と大学での

合理的配慮-
7/23

JEC日本研修センター
心斎橋

21 18 39

講師：勝田　麻津子先生（大阪市スクールカウンセラー　臨床心理士）

定員：50名

★実施済

内容 日程 会場

参加者数

本人
保護者

支援者 計

（８）ライフスキル講座
　発達障がいのある人が身につけておくと良い、ライフスキルについて講演を実施

１．ライフスキル講座①（学生支援）

対象：高校生・大学生・保護者・支援者

11



【資料1-2】

発達障がいのある子と
家族の関わり方

9/14 ＫＩＴＥＮＡ新大阪 62 27 89

内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

（１１）家族支援講座
　家族としてできること、支援者と共に取り組むことについて講演を実施

対象：保護者・支援者

講師：本田　秀夫先生（信州大学医学部　子どものこころの発達医学教室　教授）

定員：100名

★実施済

★実施予定

内容 日程 会場

ＡＳＤ・知的障がいのある２０代
の挑戦

2/1 大阪私学会館

（１０）当事者・保護者による講演会（体験談等）

　発達障がいの当事者や保護者による体験談などを交えた講演会。

１．当事者・保護者による講演会
対象：当事者・保護者・支援者

講師：和多田麻衣子（発達障がい児・者親の会スイミー代表）・　当事者（３名）

定員：80名

内容 日程 会場

子どもたちとゲームや
ＳＮＳの世界

1/27
CIVI研修センター

新大阪東

（９）デジタル支援講座

 子どもたちがＳＮＳやゲームをどのように利用しているのか。子どもたちに魅力的なＳＮＳやゲームですが、健康
面への影響など心配が尽きない。なぜ子どもたちがゲームやＳＮＳの世界にはまってしまうのか、どこに惹かれて、
何を注意したら良いのかを知っておく必要があるのではないか。保護者の目線ではわかりづらい「なぜ？」の疑問を
解説する。

対象：幼児・学齢期の保護者・支援者

講師：関 正樹先生(大湫病院、児童精神科医）

定員：50名

★実施予定

★実施予定

内容 日程 会場

発達障がいのある思春期の子の保
護者が知っておきたい

「性」のはなし
2/12 大阪私学会館

・先延ばしをしやすい神経心理学背景がなるほどと思いました。特に「時間処理障がい」については、子どもに言っ
ても「分からん！」の一言で片づけられていたので、細かくto doに分解して一緒に決めてみようと思います。話も
実生活に即していてわかりやすかったです。

・私もＡＤＨＤ傾向があり、少しのよっこいしょが難しい気持ちとてもわかりました。見てくれている人がいるだけ
で、できる、は目からウロコでした。すぐ目に見える小さなご褒美、限定合理性等もとても勉強になりました。

３．ライフスキル講座③（性教育）
対象：保護者・支援者

講師：道原　舞先生（わたしのための保健室　てとて代表）

定員：50名

【感想・意見】

・あっという間に終わってしまい、びっくりしました。大変有用な時間でした。意思決定には責任が伴うことや、悪
いことほどよく覚えているなど生きづらい世の中ですが、何とか頑張っていきたいと思います。

12



【資料1-2】

計 93

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

無回答 1

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 69

参考になった 23

かなり難しかった 0

無回答 2

計 93

大変わかりやすかった 65

わかりやすかった 26

難しかった 0

計 35 60 95

★アンケート結果（回収率97％）

講演内容について（理解度） 人数

58

思春期
ソーシャルスキルとしての
自己理解をどう育てるか

11/26 リファレンス大阪 17 20 37

幼児期
低学年

幼児期・低学年で身に付け
たいソーシャルスキルにつ

いて（基礎）
11/12

ツイン２１
ＭＩＤタワー

18 40

定員：各回30名

★実施済（2回）

区分 内容 日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

・2時間と長い時間ではありましたが、おもしろく、大変勉強になりました。6歳、ASD、軽度知的の子がいます。宿
題は百害あって一理なし、とても心に響きました（笑）やりたい、できると思えた時に子どものペースで支援してあ
げないとと感じました。

・「親はすっこんでろ」を頭のすみにおいて子育て頑張っていこうと思います。

【２】ソーシャルスキル講座

　対人関係を円滑にすすめるための具体的行動の身につけ方について、年齢や特性に応じてどのように教えていけば
よいのか、日々の取り組み方法の講演を実施

対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

講師：西岡　有香先生（大阪医科大学ＬＤセンター　言語聴覚士　特別支援教育士ＳＶ）

無回答 4

計 85

【感想・意見】

・親のこうなってほしい、という思いが強いと逆に上手くいかないということは、実感することがよくあります。親
が本気であきらめた時に限って、本人がヤル気を出し、結果できるようになるのはどうしてだろうと思っていたの
で、本日のお話でとても納得できました。

参考になった 7

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

計 85

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 74

難しかった 2

かなり難しかった 0

無回答 5

★アンケート結果（回収率95％）

講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 70

わかりやすかった 8
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計 84

【感想・意見】

・問題行動に適切に対応していくことが、二次障がい等、悪循環に陥ってしまうとわかりました。学校現場でつい
怒ってしまう。その時の感情で対応するときがあるので、気をつけていきたいです。

・問題行動にとらわれるのではなく、適切にできている行動をほめる事で、適切な行動を増やし、問題行動を減らし
ていくよう、実践していきたいと思います。

・気持ちが楽になりました。ダメな対応ばかりして落ちこんでいたので、常に手に取れる所に置いて毎日みようと思
いました。ペアレントトレーニング受けたい。

あまり参考にならなかった 2

全く参考にならなかった 0

無回答 4

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 52

参考になった 26

かなり難しかった 0

無回答 4

計 84

大変わかりやすかった 57

わかりやすかった 22

難しかった 1

計 56 58 114

★アンケート結果（回収率73％）

講演内容について（理解度） 人数

6/23 大阪府社会福祉会館 31 33 64

8/26 ＷＥＢ（オンデマンド） 25 25 50

日程 会場
参加者数

保護者 支援者 計

（１） ペアレント・トレーニング公開講座

　発達障がいのある児童の特性や対応方法を解説し、特性に応じた対応の重要性を啓発するとともに、ペアレント・
トレーニングの目的、概要、実践、効果を紹介することでペアレント・トレーニングの受講を促す。

対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

講師：今村　佐智子先生（一般社団法人　発達支援ルームまなび　理事）

定員：50名

★実施済

幼児期
幼児期で身に付けたい

ソーシャルスキルについて
12/10・1/14 大阪産業創造館

【３】ペアレント・トレーニング
　児童の特性や行動を理解し、親自身が自尊心を高めることができるよう、行動療法に基づく効果的な対応法を学
び、話し合い、練習する。

★実施中・予定（幼児期、学齢期　・　各2回×1クールずつ）

区分 内容 日程 会場

学齢期
(低学年)

小学校（低学年）で身に付けたい
ソーシャルスキルについて

12/17・1/21 大阪産業創造館

【感想・意見】
・子どもへの接し方、観察が大事だと学びました。引き続き学んで、まず、自分の関わり方を変えていく、自分も
ソーシャルスキルを高めることが必要。
・中学生の子が突然不登校となり、関わりに悩んで参加しましたが、まずは、自分自身も自己理解を深めて客観的に
こどもとの関わりがどうだったか、振り返る所から、はじめようと思いました。

・大人が変わる必要性について理解できました。何回言っても伝わらない、やらないと思っていたけれど、私自身の
アプローチの方法を変えてみます。その子のことを観察して、必要な指導方法についても考えていきたい。
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6/16 10

※アンケートは2回目のみ実施

内容 日程 会場 参加者数

子どもの行動を見てみよう 6/9
クレオ大阪子育て館

8

育てにくいも楽しむ子育て

　発達ゆっくりさんの子育て応援講座

　子どもの行動について学び、ワークを通して対応の工夫や保護者自身が肯定的なとらえ方を身につけることで、子
どもとの良い関係づくりを目的に開催

対象：テーマに関心のある2～5歳の保護者

講師：望月　直人先生（大阪大学　キャンパスライフ健康支援・相談センター相談支援部門　准教授）

定員：15名

★実施済

8

11/19 12

計 55

【４】子育て応援講座　（クレオ大阪子育て館との共催）

幼児・学齢

6/4 6

6/6 8

6/17 15

10/29 6

11/13

　ペアレント・トレーニング連続講座を受講された保護者を対象に、講座終了後ある程度の期間が経過した段階で、
ご家庭での取り組みや、課題等について再整理・共有し、今後のお子さんへのかかわり方の一助とする目的で開催

　2024年度から年に6回（春３回・秋３回）でフォローアップの定期会を開催する。

★実施済（6回）

対象 日程 参加者数

★実施予定

日程 会場

3/3 港区民センター

（４）ペアレント・トレーニング フォローアップの定期会

（３） ペアレント・トレーニング実践報告会

　ペアレント・トレーニング連続講座の成果をはじめ、ペアレント・トレーニングの内容、意義について広く知って
いただくことを目的として実施。

対象：幼児期・学齢期の保護者・支援者

講師：今村　佐智子先生（一般社団法人　発達支援ルームまなび　理事）

定員：100名

思春期 10/21～2/24 たかつガーデン 6 0    6

10/10～2/20 ドーンセンター 9 0    9

10/15～3/4 港区民センター 6 0    6

   4

5/13～10/28 JEC日本橋研修センター心斎橋 8 0    8

9/22～12/15 更生療育センター（共催） 8 0    8

学齢

5/15～10/23 西成区民センター 4 0

   7

1/13～3/24 ドーンセンター 7 0    7
幼児

5/22～7/31 クレオおおさか中央 8 0    8

9/19～11/28 鶴見区民センター 7 0

対象 期間 会場
参加者数

保護者 支援者 計

（２） ペアレント・トレーニング連続講座
　行動療法に基づく効果的な対応方法を身につけ、児童の適応行動を増やす。計画表に沿ってテーマを決めて学習・
話し合い・練習を行い、ホームワークを自宅で実践する。

対象：幼児期・学齢期の保護者

講師：今村　佐智子先生、　石本　真佐子先生、　地域サポートコーチ

定員：各回8名

★実施中（幼児：6回×4クール、学齢：10回×4クール、思春期：9回×1クール　計73回）
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【資料1-2】

発達障がいの理解と支援
（実践編）

12/4
ＪＥＣ日本研修センター

心斎橋
39

講師：安田　文彦先生（社会福祉法人一羊会　カノン　部長）

定員：40名

★実施済

内容 日程 会場 参加者数

計 261

（２）支援者講座

１．児童発達支援/放課後等デイサービス支援者向け　基礎講座（実践編）
　　発達障がい児の支援に必要な基礎知識に加え、実践的な内容の講座を実施

対象：児童発達支援・放課後等デイサービスの支援者

ＪＭＪＣ養成講座② 中央区 11/11 56

鶴見区障がい者・高齢者虐待防止連絡会 鶴見区 12/10 30

東淀川区自立支援協議会　こども部会 東淀川区 10/10 18

更生療育センター　にこにこ倶楽部 平野区 10/20 21

天王寺区 7/16 20

大阪市大淀歯科医師会 北区 8/30 16
当事者・保護者・団体等

職業リハビリテーションセンター
ジョブコミュニケーション科

平野区 5/8 5

ＪＭＪＣ養成講座① 中央区 7/8 51

天王寺区相談支援部会

対象 機関名称 会場 日程 参加者数

市職員（区役所関係） 大阪市こころの健康センター 都島区 6/23 44

※アンケートは2回目のみ実施予定

【１】 集合研修

（１）啓発講座

　区の自立支援協議会や連絡会、発達障がいサポーターなどの講座として発達障がいの基礎的な講座等を開催し、発
達障がいの理解促進・啓発を行う。

★実施済（9回）

★実施予定

内容 日程 会場

子どもの行動を見てみよう 1/24
クレオ大阪子育て館

育てにくいも楽しむ子育て 1/31

支　援　者　講　座

計 10

【感想・意見】

・これを入口にペアレント・トレーニングを専門的に受講してみたいと感じました。

・困ったことを具体的に細分化して捉えて、対処法を考えようと思いました。自分の子どもへのハードルを下げよう
と思いました。じっくり子どもと自分に向き合う良い機会になりました。

・私も子どもも、沢山頑張っていることに気づけたのがよかったです。子どものことをもう少し多くほめてあげよう
と思います。

あまり参考にならなかった 1

全く参考にならなかった 0

無回答 0

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 4

参考になった 5

かなり難しかった 0

無回答 0

計 10

大変わかりやすかった 4

わかりやすかった 5

難しかった 1

★発達ゆっくりさんの子育て応援講座アンケート結果（回収率100％）

講演内容について（理解度） 人数
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【資料1-2】

・とてもわかりやすく、グループワークも現場の話がいろいろ聞けて良かった。

・良い支援を提供していく為にはチーム・アプローチの視点が重要という認識はありましたが、管理者という立場
で、どこまでチーム力を向上させられているのかは、常々、不安に感じていました。スタッフの個の能力を高めてい
くことも肝要ですが、スタッフ同士が、お互い高め合って相乗できる為には、それぞれの得意を生かすマネジメント
が不可欠だと学びました。又、自閉症について学び直しができ、グループワークでは色々な意見が出て、思考の幅が
拡がったように感じます。

無回答 0

計 42

【感想・意見】

・様々な点から支援の難しさを改めて実感しつつ、ただ、やはり、本人の意識や希望とはウラハラに支援者のやりた
い支援を押しつけてしまう場面は、よく行ってしまうな・・そうだな・・と思い返しました。大変よい機会となりま
した。

参考になった 9

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

計 42

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 33

難しかった 0

かなり難しかった 0

無回答 0

★アンケート結果（回収率100％）

講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 32

わかりやすかった 10

内容 日程 会場 参加者数

発達障がいの理解と支援
（実践編）

8/6 大阪御堂筋ビル 42

２．成人支援事業所支援者向け　基礎講座（実践編）
　　発達障がい者の支援に必要な基礎知識に加え、実践的な内容の講座を実施

対象：成人支援事業所の支援者

講師：真船　亮先生（bonワークス枚方　管理者）

定員：40名

★実施済

計 39

【感想・意見】

・普段会うことがない他事業所の方々と支援の考え方や手立ての方法を色んな視点から見る、聞くことができ勉強に
なりました。また色んな意見を聞くことで環境、考えや手立てが凝り固まってしまうとも思ったので次回もこのよう
な機会があったら参加して色んな意見を取り入れていきたいと思いました。

・色んなパターン、状況があるのですぐに考えが思いつかずでしたが、色んな事業所の方のやり方、接し方を聞くだ
けでも勉強になりました。

・実際の例が、画像とともに知れてすごく良かった。

あまり参考にならなかった 1

全く参考にならなかった 0

無回答 0

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 17

参考になった 21

かなり難しかった 0

無回答 1

計 39

大変わかりやすかった 18

わかりやすかった 19

難しかった 1

★アンケート結果（回収率100％）

講演内容について（理解度） 人数
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【資料1-2】

成人期支援機関 発達障がい基礎講座 8/9 22

保育所・園

発達障がい基礎講座 7/10 15

発達障がい基礎講座 7/17 14

発達障がい基礎講座 10/16 15

【３】機関コンサルテーション

（１）出前研修

　集合研修を聴講したくても、施設の現場から離れることができないなどの支援者のニーズにあわせて、施設等を訪
問し発達障がいに関する研修を実施

★実施済

対象 内容 日程 参加者数

6/26～11/27 たかつガーデン 11

7/9～12/10 たかつガーデン 7

【２】ティーチャーズ・トレーニング講座

　市内の保育所の保育士対象に、発達の特性のあるお子さんにフォーカスを当て、グループワークや宿題の実践を通
して、より良い保育を目指す連続講座を実施

対象：大阪市内の保育所（園）に勤務している年少～年長の担任保育士

定員：8名

★実施済（6回×2クール　計12回）

期間 会場 参加者数

計 28

【感想・意見】

・写真だけでは保護者の方に説明しにくいところを、見学、講義で知識がついたかと思います。実践に繋ぐことので
きる内容でした。

・初めて更生療育センターをみて、児の個別性に配慮されているということが良く分かり勉強になりました。

・研修を通じて実際に使用している物品を見たり、触れることができて貴重な経験になりました。子どものみだけで
なく、親も一緒に参加し、自宅で簡単に行えることを学ぶ機会にもつながると学びました。一時的ではなく、長期的
な目線で関わることが大切だと改めて感じました。

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

無回答 0

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 27

参考になった 1

かなり難しかった 0

無回答 0

計 28

大変わかりやすかった 26

わかりやすかった 2

難しかった 0

大阪市更生療育センターで学ぶ
「発達障がいのある

お子さんのための専門療育」
8/4

・大阪市職業リハビリ
　　　テーションセンター
・更生療育センター

28

★アンケート結果（回収率100％）

講演内容について（理解度） 人数

定員：30名

★実施済

内容 日程 会場 参加者数

（３）区役所支援者向け講座

　区役所の支援者を対象として、発達障がいのあるお子さんへの具体的なかかわり方、家庭の中でできる工夫などに
ついて研修を実施

対象：区役所の保健師・心理相談員・家庭児童相談員

講師：大阪市更生療育センター職員
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【資料1-2】

計

自閉症の学習スタイルの整理 5/30
CIVI北梅田

研修センター
4 137 141

対象：発達障がい児者支援事業所の支援者

講師：中山　清司先生（一般社団法人　自閉症ｅサービス全国ネット　シニアアドバイザー）

定員：100名

★実施済

内容 日程 会場
参加者数

本人
家族等

支援者

　③まとめ報告会

　　　各事業所4回の訪問コンサルテーションを終え、事業所内での取り組み内容や、コンサルテー
　　ション実施後の変化について報告。また、実践報告会での発表に向けて、更に取り組む内容や、
　　これまで実施した取り組み内容についても整理し、支援の方向性について確認する。

　④実践報告会：基礎研修＋実践報告

　　　講演と、事業所での実践報告の発表。次年度に関しても別の事業所に対して本事業の実施する
　　方向性を予告し、次年度の希望施設を募る。

（２）発達障がい児者支援者スキルアップ事業の実施状況

①基礎講座

　①基礎講座

　　　基礎講座として、発達障がい児者支援のあり方について講演を行い、基礎的な支援の内容
　　を学ぶ機会を提供する。

　＜実施事業所の募集と選定＞

　②ガイダンス

　　　機関コンサルテーションを希望の施設に、ガイダンスを行い、コンサルテーションを実施する
　　意義、受け手と成り手の各々のスタンスについて講義。コンサルタントが施設のニーズを集約・
　　課題点を明確にし、情報共有したうえで第1回訪問までにコンサルタントが助言等を精査する。

　　　初回訪問時に施設内を分析し課題点の整理、次回訪問までに取り組む内容等を助言。
　　2回目の訪問の際は、助言内容実施後の変化の状況を共有。必要に応じて評価セッションを
　　行い、その場でフィードバックを実施し、最終の確認と今後の方向性の整理を行う。

【４】発達障がい児者支援講座

（１）発達障がい児者支援者スキルアップ事業
①基礎講座

②基礎講座に参加の発達障がい児者支援事業所（6事業所）をモデルに、年4回の訪問コンサルテーションを含め、ガ
イダンス・まとめ報告会を行い、スキルアップを目指す。

③公開講座として①の基礎講座に加え、②の事業所に取組内容を実践報告として発表しもらい、参加者に具体的支援
手法を学んでもらう。

☆発達障がい児者支援者スキルアップ事業の流れ

その他 14 13

計 91 46

区役所（保健福祉含む） 0 0

労働関係機関 0 0

居宅介護事業所 0 0

社会福祉協議会 0 0

成人期支援機関 19 5

障がい児・者相談支援機関 0 0

障がい児通所・入所施設 21 10

教育関係機関 0 0

★実施済（延べ91回・46か所）

区分 延べ回数 実訪問か所数

私立保育園 37 18

（２）訪問支援

　各事業所等団体に機関支援の一環で訪問し、センターで直接相談のケースではないが支援方針の助言を実施した
り、施設運営等の助言を実施する。
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⑥ 自立訓練
26歳男性
ＡＳＤ　精神障がい者保健福祉手帳3級
活動内容・コミュニケーション支援の具体的助言

④ 障がい者支援施設

54歳女性
自閉傾向　療育手帳Ａ
気になる行動への対応
コミュニケーション支援の具体的助言・施設の環境調整

⑤ 居宅介護

37歳女性
自閉症　療育手帳Ａ
気になる行動への対応・活動内容
コミュニケーション支援の具体的助言・施設の環境調整

② 放デイ

14歳男性　　支援学校中学部3年生
自閉症　療育手帳Ａ
気になる行動への対応・活動内容
コミュニケーション支援の具体的助言・施設の環境調整

③ 生活介護
52歳男性
自閉症　療育手帳Ａ　強度行動障がい
気になる行動への対応・活動内容

【スキルアップの実施状況】
事業所 施設種別 対象者の概要・課題点

① 放デイ２か所合同

17歳男性 　支援学校高等部3年生
ＡＳＤ　療育手帳Ａ　強度行動障がい
気になる行動への対応・活動内容・行事への参加の手立て
コミュニケーション支援の具体的助言・施設の環境調整

内容 日程 会場

取組内容の整理
支援の方向性など

1/8
リハビリテーションセンター

第１会議室

コンサルテーションの意義等 7/2
リハビリテーションセンター

第１会議室
9

③まとめ報告会
★実施予定（1回）

・学習スタイルの表とお話はとても参考になりました。今の自分の支援を見直します。最後のドアのお話もとても参
考になりました。また、事例見たいです！
・動画を通した事例で分かりやすかったです。アセスメントの重要性を再認識しました。

②ガイダンス
★実施済

内容 日程 会場 参加者数

無回答 3

計 137

【感想・意見】

・今回とても興味のある内容でした。もう少し時間をかけてゆっくり聞きたかったです。２時間だけではもったいな
い内容だったと思いました。

参考になった 42

あまり参考にならなかった 0

全く参考にならなかった 0

計 137

講演内容について（役立度） 人数

大変参考になった 92

難しかった 0

かなり難しかった 0

無回答 5

★アンケート結果　（回収率97％）

講演内容について（理解度） 人数

大変わかりやすかった 86

わかりやすかった 46
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実践報告会
－青年期、成人期の実践を学ぶ-

3/15 大阪私学会館

対象：発達障がい児者支援事業所の支援者

講師：中山　清司先生（一般社団法人　自閉症ｅサービス全国ネット　シニアアドバイザー）

定員：100名

★実施予定

内容 日程 会場

④公開講座（基礎講座＋実践報告）

　基礎講座は、自閉症の問題行動に視点を当て、氷山モデル・客観的評価の重要性など自閉症支援に必要とされる支
援の着眼点を講義形式で実施する。

　実践報告会は、7事業所（放デイ2ヶ所は合同実施）より4回のコンサル訪問の経過ならびに、利用者の問題行動が
どのように変化したかに視点を向け参加事業所より報告する。担当コンサルタントより講評や助言をもらい、総括と
して講師より自閉症支援に対して構造化や評価の重要性を提言してもらう。
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